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SF-837(ミ デ カマイシ ン)の 使 用 経 験

中 川 圭 一 ・可部順三郎 ・渡辺健太郎

東京共済病院内科

横 沢 光 博

同 臨床検査科

SF-837は 明治製菓 中央 研究所にお いて 研究 開発 され

たマ クロ ライ ド系新 抗生物質 で,グ ラム陽性 球 菌 に 対

し,強 い抗菌力を示す ものであ る。われわ れは本物 質に

つ き,若 干 の基礎 的実験 を行ない,呼 吸 器感染症9例 に

本剤を使用 した ので,こ れ らの成績につ いて報告す る。

実 験 成 績

1. 黄 色 ブ ドウ菌に対す る感 受性

臨床材料か ら分離 した黄 色 ブ菌45株 に対す るSF - 837

の感受性をEMの それ と比較 した。 その成績 は,第1表

に示す よ うに,EMよ り若干 その感 受性は劣 り, SF - 837

の感受性分布 の 山 はMIC 0.78mcg/mlで あつたが,

EMで はMIC 0.2mcg/mlあ るいはそれ以下 であつた。

またSF-837のMICが>100mcg/mlを 示 した もの

は4株 あつ たが,こ れ らの株はEMに 対 して も> 100

mcg/mlの 耐性を示 した。 これ らの結果 は一 応SF - 837

耐性菌 はEMと 交叉耐性 を示 す ものといえ よ う。

II.SF-837 1,000mg投 与時の 血中濃度 お よび尿 中

排 泄

体液 中濃 度測定 はSarcina lutea PCI 1001を 試験菌 と

す る薄 層 カップ法を用いた。

健康人6例 に本剤1,000mgを1回 に 内服 させ,血 中

濃度 お よび尿中排泄を測定 した。そ の結果 は,表2に み る

とお り,血 中濃度 は きわめて低 く,1mcg/mlを 超 えた

ものはな く,6例 の平均値 でみ る と,そ の最高は2時 間

値 で0.09mcg/mlで あ り,6時 間後では測定 しえた も

のはなかつた。 また尿中排泄 も,8時 間 まで測定 した が,

0.29～1.78%で,平 均1.22%で,き わ めて低い尿 中排

泄 率を示 した。

臨 床 成 績

呼吸器感染 症9例 にSF-837を 投与 し,そ の臨床効果

を観察 した。 呼吸器感染症 の内訳は急性肺炎4例(入 院

患者),急 性 気管支炎4例,急 性扁桃炎1例(以 上5例 は

外来患者)で あ る。

SF-837は1カ プセル200mg含 有の ものを1回400

mg,1日3回 計1,200mgを 投与 した。投 与期間は6 ～ 10

日間 であつた。

効果 判定 は肺炎,急 性 気管 支炎につ いては発 熱,咳嗽,

喀痰,胸 部X線 お よび理 学的所見,扁 桃炎に ついては発

熱,咳 漱,喀 痰,局 所 の発赤,腫 脹,白 苔 について観察

し,喀 痰培養,赤 沈,白 血球数 の検査所見 を も 参考 と

し,す べての 自他 覚的所 見が投与後3日 以内に著 し く改

善 した ものを著効,7日 以内に軽快 した ものを有効 と し,

7日 以上投与 して も諸 症状の改善 をみ ない ものを無効 と

した。喀痰培養 は肺炎 全例 と急性気管支炎1例 に行なつ

たが,起 炎菌 の判明 した ものはStaphylococcus aureusを

検出 した肺炎 の1例 だけで,他 は常在菌 であつた。 この

症例はSF投 与後4日 目に黄色 ブ菌が 僅少 とな り,7日

後には検 出され な くなつたので,細 菌学 的効果 も有効 と

判定 した。

臨床効果 の成績 は,表3に 示す とお りで,投 与全例 に

有効,急 性扁桃炎 の1例 は著効で,無 効 例はなかつた 。

代表的症例 の経過 についてのべ る。

症例1 T.T. 34才 ♂ 急性肺炎

昭和46年7月5日 腰痛 のため入院。種 々検査 を施

行 し,経過 観察中7月20日 悪 寒を伴な う発 熱あ り,体温

39.2℃ にお よぶ。 咳嗽,喀 痰あ り。 胸部X線 像 で左中

Table 1 Antibacterial activities of SF-837 and erythromycin against 45 strains of Staphylococcus aureus
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肺 野に気管支肺炎様 の陰 影をみ とめ,赤 沈 促進,白 血球

増多あ り。SF-837を 本例に投与 した ところ,投 与3日

目に体温37℃ 以下 とな り,胸 部理 学的所見 も正常 とな

る。7日 後 には胸部X線 像 も改善 し,白 血球 数も改善,

投与14日 後の胸部X線 像 はほぼ正常 となつ た。

症例2 F.K.63才 ♀ 急性肺 炎

3～4週 来38.5℃ 前後 の弛 張熱がつづ き,近 医に よ り

治療を うけていたが,下 熱せず,46年9月22日 入院。

入院時胸部X線 像 で左中下肺野,左 下肺 野に気管支肺炎

様の陰影 あ り。 さび色の痰をだ し,赤 沈 値促進,白 血球

増多をみ とめた。SF-837を 入院 日か ら投与 しは じめ た

ところ,3日 後には平熱 とな り,咳嗽,喀 痰 も漸次減 少

し,胸 部X線 像 も投 与3週 後 に は ほ ぼ 正 常 とな つ た。

全 症 例 に お い て 検 血,検 尿,BUN, GOT, GPT,

Alkali-phosphataseを 投 与 前 と終 了 後 に検 査 した が,全

く変 化 は なか つ た。 ま た 本 剤 投 与 に よ る 自覚 的 副作 用 も

全 例 に お い て み とめ られ な か つ た 。

ま と め

1) SF-837の 黄 色 ブ菌45株 に対 す るMICは 0.78

mcgNmlを 示 す もの が 最 も多 か つ た が,EMに く らべ 若 干

感 受 性 は 劣 つ た 。またSF-837に 対 しMIC>100mcg / ml

の株 はEMと 交 叉 耐 性 を示 した 。

2) SF-837 1,000mg投 与 時 の血 中濃 度 は6例 の 平均

Table2 Serum levels and urinary excretion of SF - 837 after a single oral administration

of 1,000 mg in adult

Method: Thin layer cup method

Test organism: Sarcina lutea PCI 1001

pH : 8.0

Buffer: SOERENSEN'S Phosphate buffer

Table3 Clinical results of SF-837 in respiratory diseases
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値で2時 間値がpeakで0.09mcg/mlを 示 し,尿 中排泄

率は8時 間 までで1.22%と 低率で あつ た。

3) 呼吸器感染症9例 に1日1,200mgを 投 与 し,著

効1例,有 効8例 の治療成績 をえた。

なお 自覚的に副作用 と して特記すべ きものはな く,血

液,尿,BUN, GOT, GPT, Alkali-phosphataseを 投

与前 後に検査 したが変化 はなかつた。

CLINICAL STUDIES ON SF-837 (MYDECAMYCIN) 

KEIICHI NAKAGAWA, JUNZABURO KABE, KENTARO WATANABE 
and MITSUHIRO YOKOZAWA 

Department of Internal Medicine, Tokyo Kyosai Hospital, Tokyo, Japan

1) Forty-five strains of Staphylococcus aureus cultured from clinical specimens were tested for susce-

ptibility to SF-837 and erythromycin. Most of the strains were inhibited in 0.78 mcg/ml of SF-837 
and in 0.20 mcg/ml of erythromycin. However, 4 strains showed more than 100 mcg/ml of MIC to 
both SF-837 and erythromycin. 

2) Blood levels of SF-837 after a single oral administration of 1,000 mg in healthy volunteers were
very low (trace to 0.2 mcg/ml at 2 hours after administration). Urinary excretion rate was 1.22% in 
mean value of 6 cases during 8 hours after a single oral administration of 1,000 mg SF-837. 

3) Clinical results of SF-837 in 9 cases of respiratory infectious diseases were remarkable (excellent 
1, good 8). No side effects were seen in all patients.


